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平成２９年度第２回移動市長室会議録 

（平成２９年５月２６日） 
 

 

１ 日 時：平成２９年５月２６日（金曜日）１３時３０分～１５時３５分 

 

２ 場 所：ＪＡ筑紫資材配送センター 

 

３ 出席者： 

『ＪＡ筑紫 ブロッコリー部会』 

砥綿部会長、ブロッコリー部会員（４人） 

『ＪＡ筑紫 アスパラガス部会』 

結城部会長、神崎副部会長、アスパラガス部会員（６人） 

ＪＡ筑紫（３人） 

 

『筑紫野市』 

藤田市長、長野環境経済部長、中村農政課長、杉村秘書広報課長、 

佐藤農政課課長補佐、森田秘書広報課係長、山崎秘書広報課係長、 

末吉秘書広報課主査、田頭農政課主任 

 

 

 

 

４ 内 容：懇談 
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○（事務局）  ただいまから、平成２９年度第２回、通算６９回目の移動市長室を始めさせ

ていただきます。このたびは、ブロッコリー、アスパラガス両部会の現在までの活動につ

いて御報告をいただきまして、質疑・意見交換を踏まえながら、農業収入の増加に向けて

をテーマに懇談をしてまいりたいと考えております。本日の懇談は、お手元の次第のとお

り進めさせていただきます。なお、本日の懇談内容は、会議録を作成し公表させていただ

きます。撮影しました写真や動画は、市のホームページ、広報紙に掲載させていただきま

すので、御了承ください。 

それでは、初めに、藤田市長が皆様に御挨拶を申し上げます。 

○（藤田市長）  皆さん、こんにちは。筑紫野市長の藤田陽三でございます。ブロッコリー

部会並びにアスパラガス部会の皆さん方には、各部会長をはじめ、日ごろから筑紫野市の

農業の発展のために御尽力、また、御協力を賜っておりますことを心から厚く御礼を申し

上げます。今日は、アスパラガス部会の方からは、きれいな花を飾っていただきまして、

ありがとうございます。やっぱり和みますね。ありがとうございました。 

本日は、本年度第２回目、通算しますと第６９回の移動市長室となりましたが、現在の

農業を取り巻く状況は、農業従事者の高齢化や遊休農地の拡大など課題が山積しておりま

すが、農業が担っている食の安全と国民の健康は欠かすことのできないものであり、次世

代へ繋いでいくことが重要な責務でもあると考えております。本市としましては、農業者

それぞれの経営実態を踏まえ、ＪＡ筑紫をはじめとした関係機関と連携をし、今ある農業

振興支援策を有効に活用することで、農業者の所得向上、意欲向上に資する取り組みを進

めてまいりたいと考えております。 

本日は、皆様の活動内容、日ごろの思いをしっかりとお聞きしながら懇談をさせていた

だき、これからの市政に生かしてまいりたいと考えておりますので、最後までよろしくお

願い申し上げます。以上で、御挨拶を終わるわけですが、どうぞ限られた時間であります

けども、皆さん方の貴重な体験を聞かせていただくことに大変期待をしてきておりますの

で、いろいろなことを教えてください。よろしくお願いいたします。 

○（事務局）  ありがとうございました。続きまして、団体代表の御挨拶に入ります。まず、

ブロッコリー部会の砥綿和廣部会長、お願いいたします。 

○（砥綿ブロッコリー部会長）  ブロッコリー部会長の砥綿和廣です。本日は、当部会の取

り組み、あるいは現状についてお伝えできる機会を設けていただきましてありがとうござ

います。また、野菜振興対策事業費補助金、あるいは水田調整対策補助金等、日ごろから



- 3 - 

御支援をいただきまして、さらには、広報紙に掲載をしていただきまして、市民の方にＰ

Ｒしていただきまして、ありがとうございました。 

 当部会は、さまざまな問題を抱えておりますが、４０年にならんとする伝統を絶やさな

いよう、あるいは、糸島、粕屋といった他産地に負けないよう、会員一同、生産に励んで

おります。本日は、ブロッコリーについての御理解を得られますよう努めたいと思います。

よろしくお願いします。 

○（事務局）  ありがとうございます。続きまして、アスパラガス部会の結城裕子部会長、

お願いいたします。 

○（結城アスパラガス部会長）  こんにちは。アスパラガス部会長の結城裕子です。アスパ

ラガス部会としては１７年目に入ったところでございます。学校給食のほうでもＪＡ筑紫

のアスパラガスを使っていただいて、ありがとうございます。新規就農者がだんだん増え

て、部会としては若手が増えてきている段階です。面積のほうも来年度にはもうちょっと

増えるような状態です。以上です。 

○（事務局）  それでは、ここで自己紹介に入らせていただきます。自己紹介につきまして

は、まず市役所のほうへ行きまして、ブロッコリー、アスパラガス部会という形で行きた

いと思います。私は、本日の司会を務めます秘書広報課秘書担当係長の森田です。よろし

くお願いします。 

○（長野環境経済部長）  こんにちは。この４月から農政課を担当しております環境経済部

長を仰せつかっております長野健一です。どうぞよろしくお願いします。 

○（農政課）  農政課長の中村です。 

○（事務局）  事務局をしております秘書広報課長の杉村です。 

○（事務局）  秘書広報課広報広聴担当係長の山﨑です。 

○（事務局）  秘書広報課広報広聴担当の末吉です。 

○（農政課）  農政課課長補佐の佐藤です。 

○（農政課）  農政課農政担当で、現在、園芸を担当させてもらっています田頭です。 

○（砥綿ブロッコリー部会長）  私、山家に生まれてから六十数年住んでおります。ブロッ

コリーが両親と私と３人で始めまして２７年になります。私は、ずっと福岡のほうで仕事

を３０年くらいやらせてもらって、両親がリタイヤして、私がリタイヤ後にブロッコリー

を本格的に始めました。だからもう７年になりますけど、いろいろ難しいものがあって、

大変悩んでいます。よろしくお願いします。 
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○（ブロッコリー部会員）  常松に住んでおります天原邦明です。私も、この部会、３８年、

歴代３８回ということで今度総会をしたわけですが、その当初からブロッコリー部会に出

まして、その前、部会を発足する前は、４、５年、同志会という形でしていたわけですが、

なかなか部会員が揃ってきて、農協でこういう会をつくろうということで、それからつく

って３８年になります。 

 それで、その中でやっぱり一番いいときは１億に近い金額までなっていたときがありま

す。農協で１億円達成の、あとちょっと足らなかったけど、記念式典をしようというよう

なことまでをしたわけですが、その後、なかなか部会員も年をとって、部会員が入れかわ

ったりして、もう大分昔と、今いるのは私と２人、３人ぐらいしかおりませんが、また、

新しい人がどんどん入ってこられて、その中で学校給食にもある時期から、学校給食に使

ってくれということですが、筑紫野市はセンター方式だから、１回の学校給食に使われれ

ば、三百何十キロぐらいいるのですよ。それを核として出せるから、非常にシルバーさん

の人件費等もあるから、やっぱり高い値段というか、ある程度の値で買っていただいて、

１年に１回か２回ぐらい食べさせていただいているわけです。 

 そういう子どもたちに食べさせて、消費拡大をしようということと、テレビで、やはり

ピロリ菌とかがんに効くとかいうような宣伝が出てから、非常に消費が増えて、最初はカ

リフラワーが主体でブロッコリーって言ったときに市場に持っていても売れないような状

況で、昔は。それで、最初のころはずっと十何カ所か市場回りをしていました。今、福岡

大同青果と久留米青果だけになっていますけど、当時みんなそんなふうにしておりました。 

 それでやっぱり、きついときもあったけど、そういういろんなテレビだの、いろんな効

果で種類が増えてきて、今、ブロッコリーは弁当に１ついれないといけないというような

形になっていますけど、やはり大事なことです。我々もなるだけ安全なものを食べさせよ

うということで、消毒は玉ができる前か、できた後のちょっとしか、大きくなったらなる

だけ消毒しないということで話してつくっているということです。 

なかなか、今、若手が出ていますけど、退職したり、途中で仕事をやめて、ブロッコ

リーをつくろうという方たちが、いい時期に当たったら、非常に、今年も去年も正月前も

非常に高かったのですが、そういう時期に出荷して当たった、１つやはり見本を、また面

積を増やしていくというような形で少しずつ取れてきますので、若い人たちに夢が与えら

れるような、私たちもできる限り、体が弱ってきて昔ほどばりばりできないけど、知恵な

ど出して、していこうかなと思っております。 
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○（ブロッコリー部会員）  古賀に住んでいます佐伯繁久です。年は、ちょっと取っている

のですけど、ブロッコリー部会に入って４年ぐらいになります。野菜づくりは、まだ素人

なのですけど、ＪＡさんのほうの勧めもありまして、このブロッコリー部会に入って、皆

さんと会員の方たちと一緒にブロッコリーをつくって、自分で食べて、おいしいなと思っ

ております。やはりブロッコリーをつくり始めて、その前まではあまりスーパーとかで見

なかったのですけど、何かこう、見る目が肥えて、もうスーパーに出ているのよりかは、

絶対我々のほうがいいと思って、だから、今度、本当、１つ持ってきたら、間違いなく新

鮮でおいしいブロッコリーだと思いますので、皆様方もどんどん食べてください。 

○（ブロッコリー部会員）  皆さん、こんにちは。筑紫野市隈で農業をしております田中修

一です。米と麦と大豆をつくっているのですけど、コストがかかる作物ばかりなので、ブ

ロッコリーをつくってみませんかという講習会に参加したときに、包丁とかごがあれば収

穫できるよいうことを知ったもので、これはやっぱり、あんまり金を持たない自分はもっ

てこいだなと思って、ブロッコリー部会に入れさせてもらいました。 

 近くで先輩がアスパラもつくってあるのですけど、おまえアスパラしないかって、かな

り誘われたのですけれど、ハウスを建てるところがないから、やっぱり俺はもうブロッコ

リーでいくっていうので、ブロッコリーにちょっとかけてみました。 

 つくり始めて３年目になるのですけど、それまでブロッコリー自体、全然、食べてなか

ったのですけど、何かおいしいなっていうのが、この年になって感じてきました。年のせ

いかもしれないけどですね。とにかくブロッコリーでちょっと頑張ってみようと思って、

先輩方にいろいろ指導してもらいながら頑張っています。皆さんよろしくお願いします。 

○（結城アスパラガス部会長）  結城です。最初のブロッコリー部会からの出身でやってお

ります。 

○（神崎アスパラガス副部会長）  こんにちは。山家の神崎です。アスパラガス部会の副部

会長をさせていただいておりますが、私自身は勤めが長く勤めておりまして、現職退職後

に、野菜を専門でやっていました関係から野菜をしようという、本来はニワトリをしたい

な思うことが一時期あったのですが、そういったことで、その中でもブロッコリーあたり

というのは後でお話に出ていますが、先輩方がちょうど、特にうちの組織は今日お見えの

結城さんや八尋さん、この２人、女性陣が頑張られておる組織の中に入らせていただいて、

現在、面積もちょっと広くて、雇用体系においてやるということでさせていただいていま

すので、いろいろと迷惑をかけていることもございますが、よろしくお願いいたします。 
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○（アスパラガス部会員）  八尋です。アスパラを始めまして、１８年か１７年、パートタ

イマーのつもりで始めたのですけど、ブロッコリーも３０年ぐらい前に８年ほど入ってい

まして、そこで、ブロッコリー、基本づくりというか、部会の、それを何か習ったみたい

で、アスパラ部会に、自分がそれが生かせるような気がしています。 

 それで今のところ、若い人たちを育成にというか、神崎さんとか頑張ってくださってい

ますので、そういう人たちの指導まではいかないけど、教えることとか知っていることは

全て教えてあげたいなと思って、今は頑張っています。今は、主人が退職しましたので、

一緒にやっております。パートではないのですけど、その時期から始めて、今、頑張って

おります。よろしくお願いします。 

○（アスパラガス部会員）  山家の長谷尾です。私もアスパラ部会に入りまして９年目にな

りましたけど、山の上で採れるかなということだったのですけど、なかなか未だに収穫量

が増えきらなくて、一応、２トン半の目標を掲げておりますけど、なかなか達成しなくて

未だに頑張っているところでございます。またよろしくお願いします。 

○（アスパラガス部会員）  こんにちは。柏木です。僕は太宰府市に住んでいて、通いで筑

紫野市のほうでハウスを買って、アスパラをつくり始めて、まるっと４年経ちました。で、

やってみて、やっぱりうまくいかなくて収量がなかなか増えないというところで、収量ア

ップが目下の目標なのですけども、やっぱり部会の先輩方々に聞いて、日々努力をしてい

る最中です。若い人も入ってきているので、若い人たちと一緒に、これから部会にも貢献

してみようかなと思っています。よろしくお願いします。 

○（アスパラガス部会員）  こんにちは。今村です。僕は、筑紫野市萩原のほうで、今年で

２年目で、ちょっとまだ言えることがちょっとないのですけど、先輩たちに教えてもらい

ながら、今後負けないように頑張っていきたいと考えています。 

○（事務局）  本日は、両部会の他にＪＡさんからもお見えです。お願いいたします。 

○（ＪＡ筑紫）  こんにちは。ＪＡ筑紫農業振興課の小金丸です。本日は、このような場を

設けていただきまして、ありがとうございます。本日はよろしくお願いします。 

○（ＪＡ筑紫）  同じく農業振興課の古屋です。よろしくお願いします。私はブロッコリー

部会とアスパラ部会を園芸で担当しておりまして、私よりベテランの方々ばかりでして、

私がいつも勉強をさせてもらいながら担当させていただいております。本日はよろしくお

願いします。 

○（ＪＡ筑紫）  ＪＡ筑紫企画課で広報担当の藤澤です。どうぞよろしくお願いします。 
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○（事務局）  それでは、活動報告をお願いしたいと思います。それではまず、砥綿部会長、

よろしいでしょうか。 

○（砥綿ブロッコリー部会長）  それでは、御説明を、天原さんのほうからも少しお話があ

ったように、設立が昭和５４年です。１９７９年、それから計算したら３９年ということ

で、最初の経緯はどういう内容で設立されたか、ちょっと私のほうも存じ上げませんので、

一応、バラバラだった人たちをまとめるという、技術の向上とかそういったものを図るた

めに設立されたと思います。 

 部会員は現在２３名、１人は小郡市のほうからお見えになっております。 

 面積は、だんだん少なくなっておりまして、平成２８年、これ一番悪い年だったのです

けど、いろいろ気象的に障害が、生産が減ったりもしております。また、今年からは生産

も上げていきたいと思っております。 

 売り上げも２０００万円近くあったものが、今、１２００万円ぐらいで、出荷先は大体、

福岡大同青果、久留米青果が主体です。朝倉青果も一部あります。 

 部会の役員は私、部会長で、２期目で３年になります。副部会長は、今日は欠席してお

ります、山内さん。会計、米倉さん、地区役員は３人、先ほどの天原さん、それから大石

さん、それからＪＡアグリサポート筑紫のほうから１名、職員の方がお見えになっていら

っしゃいます。 

 一覧ですが、左に出荷番号というのがあります。私は、ちなみに３８番、背番号を背負

っています。皆さん、背番号が２３名分ですね。一番下の部会員については、まだ出荷の

実績はありません。今年から生産されると思います。 

 ブロッコリーの栽培の流れですけども、まず、播種、種まきです。種まきをどのように

するかといったら、トレーが３０センチ掛け６０センチ、これに７２本から１２８本、種

まきをすることができます。７２本でしたら、ものすごくトレーの数が多くなりますので、

ほとんど１２８、３０掛け６０センチの中に１２８粒の種をまきます。播種時期は早いも

ので、７月の大体２０日前後です。で、この時期が基本的に３０日です。冬場につくるの

につきましては、これはあくまで２０度から２５度、温度を保った状態でやれば４０日。

あんまりこれは、３０日たったら、早目、早目に植えていくということで、日が経つにし

たがって苗が傷んでいきます。 

次、定植です。これ大体３０日後です。この定植と種まきの間に田んぼの準備がありま

す。堆肥とかの有機、あるいは、化成肥料ですね。これをまず入れて、それから、ブロッ
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コリーが湿田を嫌う、湿っているところを嫌いますので、畝を立てます。幅が、溝間が

１５０センチぐらい、間隔にして３０センチ前後で埋めていきます。一反、３００坪です

けど、大体３０００から４０００本という植えつけになります。 

 管理作業につきましては、もうブロッコリーはいろいろ障害が多いです。例えば、まず

雑草、それから虫ですね。それから病気、もちろん天候もあります。定植後、２週間後に

はもう追肥をやらなくてはなりません。それから、さらに２週間後、４週間目ですね。ま

た追肥です。かなり肥料をやっていきます。 

 そのほか病害虫防除です。これも、青虫、ヨトウ、コナガといった虫に対して、２回、

３回という消毒をいたします。それから病気に対してもそうです。ベト病とか、そういう

のに対しても消毒をしなければ収穫が見込めません。 

 そういう作業をして、収穫が一番早いもので７月の２０日に種をまいて、８月のお盆過

ぎぐらいに植えたものが１０月の中旬ごろから収穫が始まります。 

 実は、うちで朝、今日取ってきたのですけど、そこに葉っぱつきで１本だけあります。

よろしければ、後でご覧になってください。 

 活動ですけども、１年間でああいう活動を行っています。主なものが総会、作付検討会

というのは、みんなの計画、今年はどういうふうに何をまいて、作付量をどのようにする

か。あとは役員会、それから育苗現地検討会というのが、部会員が集まって、みんなの苗

の生育状況を見て回ります。そういうときに苗のつくりかた、そういう知識もよそから盗

んでいく、そういうことで、みんなで回っております。 

 あと、定例会、皆さんがやっているのは、その年のサイズ、それから、どういう状況だ

ったか、要するに返品数や取り上げ高、そういうことの、もう一遍確認事項をやります。 

 １１月になりますと、ＪＡさんのふるさとまつりに出品といいますか、大体、てんぷら

を揚げて、皆さんに召し上がっていただきます。それから、大体２００本前後は、お安く

販売をいたしております。 

市場視察は１２月と１月、これは福岡大同青果と久留米青果、交互に年を入れかえて、

朝の６時ごろ出発して、競りを見て、よその部会の物をしっかり見て、いろいろと検討を

しております。それから、その後は、市場の関係者も交えて意見交換をやっております。 

 昨年度、ちょっと１回、初めて各産地が集まって、作付の研修会をやりました。私は所

用で参加できませんでしたけども、初めてのことで、また次回、続くといいなというふう

に思いがあります。大体そういう活動を行っております。 
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 ちょっと見にくいのですけど、左側にずらっと品種がありますが、品種が短い、播種い

わゆる、種まきから収穫まで８５日タイプから、一番長いので２００日タイプまで、もう

いろいろあるのです。ただ、真ん中の緑のところをご覧になったら、ずらっとこう斜めに

なっています。１０月の中旬から収穫を開始して、６月の上旬ぐらいまで収穫できます。

ブロッコリーは１品種を１回、２回というような収穫はいたしません。１０月の中旬から

ずっと切れ目がないようにつくっていくというのが、これはもう理想です。６月に１回目、

あれちょうどつながるのです。緑の帯のところですね。ああやってずっと遅い品種がずら

っと遅く収穫ができるという。 

 ただ、ちょっと見にくいですが、品種の緑色の間をご覧になったらわかりますけど、青

いところが９月に固まっています。これ、植えつけの時期なのです。この植えつけにはど

うしても９月から１０月の頭ぐらいしか日にちがあまりないのです。で、どこが厳しいか

と言ったら、９月が秋霖の時期に向かいます。秋霖の時期です。だからどうしてもあそこ

が植えつけが、ちょっとできない時期がたくさんある。だからもう遅くなったりするので、

ちょっと厳しいなと思います。 

 それから、今度は上の右側です。緑色のがありますけど、あれは、今度は逆に冬に種を

まいて、２月の下旬から植えつけが始まって、今日お持ちした、今、収穫するタイプが右

側の上のほうです。だから、種類によっては年２回つくれるというタイプもあります。 

 育苗現地検討会、これは先ほど御説明した分になりますが、各農家、私たち部会員が苗

を見ながら批評をしている様子です。 

 市場視察については、先ほども御説明いたしましたけども、１つ市場のほうで、例えば

ゆめ畑とか道の駅とか直接販売する、そういうのがかなり多くなって、結局、市場に入っ

てくるものは２割方くらい少なくなったというような話をしておられます。 

 市場視察、朝早く競りが始まる前に行って、競りを見せていただきました。ちょっと御

祝儀相場といいますか、少し高い値でとっていただくようになりました。ほかの産地も来

ておりますので、しっかり見てきます。 

 問題点というのは、いろいろあるのですけど、私にしてから、もう６７歳で、あと

１０年作付ができるかなという不安もあります。できるだけ若い方々も入っているのです

けど、なかなか入会がありません。年に１人、２人ということですけども、もう少しあと

１０年、もうやめる日までには若い方々の世代に引き継いでもらいたいという気持ちがあ

ります。 
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 新規の方は大体、農業塾で学ばれた方にお声かけをするか、あるいは、何人もおられま

すけども、いわゆる仕事をやめてリタイヤ後に農業に入られるという方もおられますので、

そういう方へも積極的にブロッコリーの栽培をしませんかという声かけをしております。 

 異常気象による作付不良、先ほども申しましたとおり、例えば、先ほどの植えつけ時期

の秋霖です、あれも１つの大きな問題。それから、台風ですね。９月に植えつけたら、当

然、台風が来ることなります。そしたら、台風対策。それから、異常気象といえば暖冬。

暖冬になれば、前倒しで収穫が早くなってくる。だから、せっかくつくった計画がもうず

たずたになってしまう。 

 改善点としては、品種が、先ほどご覧になっていただいたとおりたくさんあるのです。

もうメーカーも何社もあります。で、暑い時期に強いもの、それから寒い時期にとかいろ

いろあるので、いろいろ作付してできのいいものを選んで、品種を選んで、それから、今

まではそのまま何もしなかった。例えば、２度から３度で２４時間冷蔵した後で箱詰めし

て出荷するという形をとっておりましたけど、暑い時期はそれでも、市場のほうから氷詰

めしていただけないかということで、氷詰めで出荷します。氷詰めといえば、発泡スチ

ロールですけど、これはもう折り畳みができないから、もう、ものすごい大きな倉庫でな

いと確保できませんから、ダンボール会社の方に相談いたしまして、ダンボールでできる

ように、氷を詰めて、ダンボールでできるようにして出荷をしています。 

 最後に３番目です。他産地、やっぱり昔、本当私の入ったころには、粕屋、糸島、筑紫、

大体３地区はあんまり、そう差がなかったのです。糸島がちょっと強いかなくらい。で、

今、もう断然差がつきましたけど、筑紫はもう大分小さくなってしまったのですけど、あ

と、ほかの産地もまた出てきました。例えば、嘉穂、宗像、そのほか朝倉のほうもつくっ

てあるのですけど、ほかの例えば、長崎とかそういったところも、産地間競争がちょっと

厳しくなっておりますので、筑紫ブロッコリーも負けずにもう少し収穫を上げていきたい

と思っています。一応、目標としては、元に帰るつもりで、１７ヘクタール、８６トン、

大体、前はこれだけ上がっていたのですけど、何とか戻すつもりで頑張りたいと思います。 

 昔は、３町とか２町とか大規模な大型の農家が６軒、７軒とおられたのですけど、もう

全部やめられました。多いところでも１町５反、そのくらいの規模です。できたとしても、

皆さん方に最低でも１町、多ければ２町、私は、やめるまでに３町まで持っていきたいな

という気持ちはあるのですけども、体が続くかどうかわからないのですけどね。 

 最後に、ちょっと田んぼのことなのですけど、定植期が９月ですよね。９月に固まって
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いるということは、稲の裏はちょっと厳しいのです。稲の裏でつくるっていうのはものす

ごく難しい。夢つくしという９月の頭で収穫できるものは、そしたらだだだっと準備して

植えつけは可能なのですけど、ちょっと厳しいです。だから、どうしても空いた田んぼを

とか、それとか減反した田んぼにつくらざるをえない。今度は減反、自分で減反して、そ

の減反につくったら、周りが稲作、あるいは麦をつくったら、水がしみ込むのです。これ

ちょっと水対策もあるのです。それで今度は防除、ヘリ防除とか周りでされたら、ちょっ

と収穫が一時できない。だから、減反でつくると、ちょっといろいろ厳しい面もあると思

うのですけど、１つ、でも私が農業委員を今しておりまして、耕作放棄地の解消問題があ

ります。私が２カ所は稲作、稲をつくっていたのですけど、イノシシに３回ぐらい入られ

ている、３年。もうそこは稲をやめて、ブロッコリーをすぐやっていたのですけど、イノ

シシ、それから、シカ、荒らしません。ブロッコリーは全然。ただどっかに行くのに通過

して行く。足跡が残っているので。でも荒らさないのですね。だから、そういったところ

は山の上のほうにもつくれる。そういうのを活用していったらいいと思います。 

 あれがブロッコリー、今日持ってきましたが、高いもので背丈が、もう肩ぐらいまで葉

が伸びる。葉にしっかりと囲まれて、今日の朝露の時期に取ってきたものです。 

 話は最後にしますけど、母が８４歳になります。今日も来なくていいから、私一人でや

るからというのに来るんです、収穫に。もう、かごを下げて、何でかというと、ブロッコ

リーを切るのが楽しくてしょうがない、で、やるんです。また、孫のことなのですけど、

ブロッコリーが最後になって、もう明日からブロッコリーないよって言ったら、泣き始め

たんです。１日３本、娘が湯がいて毎日食べているんです。それだけ好きなんです。私も

好きです。収穫も好きです。だから、これからもずっとやめないでつくれる間はつくって

いきたい。以上で、活動の報告を終わります。 

○（事務局）  ありがとうございました。感想は後ほど述べさせていただきたいということ

で、それでは、続きまして、アスパラガス部会ですけれども、神崎副会長からよろしいで

しょうか。 

○（神崎アスパラガス副部会長）  私、神崎のほうからアスパラガス部会の活動内容につき

まして説明させていただきます。活動につきましては、ブロッコリー部会さんもそうです

が、先ほど申し上げましたように、助成金等含めまして、いろいろと支援をしていただき

ましてありがとうございます。おかげでいろいろな面で助かっておりますし、そういった

中で今後活用させていただきたいと思っております。 
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 まず部会の概要を簡単に申し上げます。平成１１年となっておりますが、現実つくり始

めたのが、その前の年からになりますですから、長くやっておりますが、当初は小さな面

積から始められる方が結構多くて、現在でもまだ頑張っていただいています。特に、女性

の方ですね。今日、お見えの２人が中心になられて、部会の部会長、副会長を含めて、ず

っと頑張ってやってこられた関係で、今に至っておるというのが現状であります。 

 部会自体はブロッコリー部会と考え方は一緒ですし、基本的に生産技術の向上というこ

とは、あえて農家の所得向上につなげるということが目標、そして、お互いの融和も図っ

てということで、部会がすごく役立っている。そういった中で、現在１５名になります。

これまでの間には、やめていかれた方もおられます。また、新規に入られてきて、ちょっ

と、先、１回進んでもらえますか。そこの下のほうに名簿が載っていると思うのですが、

実は、現在、一番始め平成１０年からつくられた方々が４名おられます。あとの下のほう

に載っているメンバーは、私をのけた、牟田さん、ここから先が、ちょうど７年前から始

められて、現在に至っております。 

 また、先ほど部会長のほうからも申し上げましたように、来年、３０年度に補助事業の

導入を予定して、今進んでおりますので、また２名ほど新規に増える予定です。そういっ

たことで年々増えておりますが、県内の中では、アスパラガスは約７０ヘクタールほどあ

ります。それのうちのごく一部です、うちの産地としては。小さな産地なのですが、お互

いいろいろな形で頑張っていこうということで、今活動をいろんな形でやっております。 

 特にアスパラガスは、原産地がヨーロッパの地中海のイタリアあたりと言われています。

ですから、乾燥地帯の作物なのです。ですから、水を多くやると非常によく芽が出るとい

うような作物です。そして、例えば大雨とかいろんな形で１日、２日浸かっても、現在出

ている芽は、そのとき出ている芽は痛みますが、その後は余計にものが出てくるというよ

うな、非常におもしろい作物というか、非常に雨といいますか、冠水含めて、結構強いと

いう、絶対とは申しません。ただ、ずっと水に浸かっていますと、最終的には枯れますの

で、そういったところは普通の作物で、あくまでも畑作物でございます。 

そういった中で、そして永年作物なのです。ですから１回植えますと、昔は１０年ほど

しか持てないとか、数年で植え替えないといけないとか言われておりましたが、現在、今、

ここにお二人おられます女性の方のところでは、１８年、１９年なっておりますので、恐

らく３０年近くはこのまま１株植えたやつが使えるというふうに思っております。 

ただ、先ほど水に強いとは申しましたが、実は、雨に弱いのです。そして、雨が多いっ
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てことになりますと、病気が出やすくて株が枯れてしまう病気があります。茎枯病という

病気なのですが、そのためにハウスが必要、雨よけをしなくちゃいけない。北海道あたり

は露地でつくっています。長野県も露地でつくっています。何百とつくってあります。で

すが、西南端地の特に九州含めては、あくまでハウスというのが現状です。ですから、初

期投資が非常にかかるということで、なかなか取り組む方が少ないのは現状です。 

 ただ、県内は現在でも、まだ少しずつ伸びております。やめられる方以上に新しくされ

る方が多いというのが現状です。それから、先進産地の長崎とか佐賀は、逆にやめられる

方のほうが多くて、少し衰退気味、衰退とは申しませんか、若干減る方向で現在進んでお

るような状況です。そういった中での小さい組織ではございますが、今、やっております

内容を、今からもう少しお話をしていきたいと思います。 

 これは、役員体制です。先ほど御挨拶するときさせていただきましたので、おわかりだ

と思いますので、先に進ませていただきます。 

 名簿も先ほどのとおりですので、現在つくられている中では、那珂川町が３名、筑紫野

市が１１名、そして、太宰府市の方が１名、そういった形でやっております。 

 これが、アスパラの植わっておる状況なのですが、これは、実は、苗は自分で育てても

いいですが、日数がかかります。大体５、６０日、約２カ月ぐらいかかりますし、その管

理たるや大変なことになりますので、今、ほとんど購入苗を使っております。ただ、自分

でされる方も一部おられます。そういった方の中で、苗をつくり、そして苗を購入して、

植えつけをいたしますが、苗は先ほど、ブロッコリーの方で申し上げたような苗も一緒で

す。背丈が大体３０センチくらいのひょろひょろの苗を植えるような状況です。植えつけ

はいつでもできます。が、冬の寒さに弱くて枯れますので、春に植えたほうが栽培がしや

すいということで、現在は大体３月に植えつけをやっております。 

 定植後、これは成功した状況です。１年目には、ほとんど収益が上がらない、収量が取

れない。若干取れますので、農薬代とか肥料代とかその辺が賄えるかなぐらいの収量です

ね。非常に投資した割にすぐ取れないというのが、非常にネックにはなっております。 

 そういったことで、今、現状のこれが育って１年目のまだ時間の余り経っていない状況

です。これが、２年目の春芽になります。実は、アスパラガスは２月から９月いっぱい、

ないしは１０月の上旬まで収穫がされます。ただ、その中を春芽と夏芽という２つに分け

ておりまして、分ける理由は、左側の写真のように、何もない状態の中に株が植わってお

りますので、タケノコみたいにぼこぼこ出てくるというような作物です。そして、なぜそ
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ういうふうに出てくるかといいますと、根に養分をため込みます。そのため込んだ力でも

って出てくる。そして、養分を使い果たす前に木をつくって、また木に光合成をさせ、養

分をつくらせて、根にもため込むし、若い茎に栄養をやって、新しい芽をどんどん出させ

る。それをまた収穫していく。そういったやり方で、ちょうど今現在、この５月、６月ご

ろが、一番収量が落ち込んでいる時期にはなります。そういったことですが、もう６月の

中旬には相当量、また出始めまして、９月いっぱいは確実にみんな頑張って取っていかな

ければと思っております。 

 そういったことで、立茎と書いていますが、これはもう茎を立てることです。ちょっと

アスパラは専門語がいろいろ多ございまして、わかりづらいところがあるかと思います。

葉っぱも、実は、葉と言わずに偽葉と言って、葉に似せたやつ、偽の葉、そういった書き

方もします。ですから、非常にそういう専門的な作物ですが、国内に入ってきたのが大体、

江戸時代ごろと言われていますし、当初は食べ物じゃなくて、今、市長さんの前にありま

すが、アスパラガスの若いやつもございます。それは色がついているのは紫色です。 

 アスパラというのは、当初は白を多く食べていた、ホワイトアスパラです。養分的には、

やっぱり緑のほうがあると思います。緑色より紫のほうが養分は多いと言われています。

ですが、紫は湯がきますと緑色になります。そういうことで、なかなかいろいろありまし

て、実際つくられる紫色というのは、見た目がちょっと食べ物として嫌われるとは申しま

せんが、敬遠されがちと思います。ですから、現在グリーンアスパラ、緑色のみを生産を

しております。ホワイトアスパラは、あんまり光を当てなければ白になりますので、そう

いった栽培方法ですれば、我々だって春先ぐらいにはできるということもございます。北

海道とかああいうところで、よくやられているところです。 

次、これは、アスパラの茎を立てている状況なのですが、左側の図は、これが今から先、

今現在、茎を立てていますので、上に木が繁ります。そうした中で下のほうから、また、

新しい芽がどんどん出てくる。これをどんどん取っていきます。そうしますと、春の収穫

量の大体、倍になります。これらを取りますと、大体、自分たちの目標とする収量も上が

っていく予定なのですが、なかなかそこまで、先輩方はまだ先を目指してございますが、

始めて間もない人間、我々は、今、それに向かって進んでおるところです。 

 それから、右のほうの写真は、枯れ上がっておりますが、実は、冬の寒さに当たります

と、普通は山とかは紅葉といいますが、ないしは黄葉って呼んであります。アスパラガス

は黄色く枯れます。こういうちゃんと黄色く枯れさせることで、低温に当てます。そして
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眠らせる。眠らせて、急激に温めてやると、目が覚めて、新たに芽がまた出てくるってい

うような繰り返しをやっているようなことです。ですから、この黄葉の時期の写真ですの

で、参考までに御紹介をしておきます。 

 活動内容ですが、ブロッコリー部会のと一緒の内容がほとんですが、我々は、まだ部会

も若こうございまして、そういった中でとにかく現場研修、現地研修ということで、部会

員全員で全圃場を回る。そういったことを主体にしながら、他産地の調査に行ったり、市

場に行ったり、それから、時期的に肥料を入れる時期には、泥の状況を測る。測定しなが

ら肥料の手順を決めるとか、いろんな形でもって、的確に皆さんしていただくように進め

るようにということで、現在進んでおります。 

 今後、販促活動を、今、始めたところでして、ゆめ畑を中心に、現状はまず農協管内で

す。ですから、ゆめ畑４店舗、ないしはゆめタウンを中心に、まず販売促進活動を進めな

がら、将来的には福岡市場にも出しておりますし、買い手さんのほうに出向いてでも、新

たにそういったことも含めて、アスパラガス全体のそういった認知にもなりますが、ぜひ

ともやっていきたいというふうに思っております。 

 そういったことで、法被をつくろうとかのぼりをつくろうとかいろんな、今までやって

おりませんでしたので、改めて取り組んでおる状況です。 

 これは、出荷目合わせ会、先ほど、ブロッコリーさんのほうで説明されました内容と一

緒です。要は、アスパラガスにつきましては、農家各戸が収穫しましたやつを、長さ大体

２５から２７センチで集荷場に持ってまいります。収穫時は２７センチが基準としており

ますが、実際は３０センチほどあったりしますので、長すぎる分を全部切り落としてもら

う。それが農家の仕事になっています。そして、いいやつと悪いやつ、そういうことでＡ、

Ｂ、Ｃに分けていく。そしてＡ品、ないしはＢ品を集荷場へ持ってきてください。実は、

アスパラガスは集荷時間が９時半までになっております。朝取ったやつが間に合いません

ので、消費者には申しわけない言い方なのですが、一晩寝かせるという形になります。 

 それで、アスパラは一日に大体、長さが、条件のいい２５度から３０度弱、この辺にな

りますと、大体１０センチから１５センチ、１日で伸びます。ですから、朝夕収穫が基本

です。少ない時期は１回取りも当然ございますが、現状は量が少ない方などは１回取りさ

れている場合もございます。そういったことで、基本、３月、４月それから、７、８、

９月、この辺は、朝夕。ですから、明るくなったら取るというような方もおられますし、

時間を決めながらやられている方もおられるというのが現状です。 
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 そして、集荷場に持ち込んで、再度また切り直す。２５センチが基準ですので、集荷場

でもって、切り、長さを揃える、あとは規格ごとに１００グラム束に結束します。それを、

５キロ単位にして市場のほうへ出荷をするいうやり方です。 

 それから、販売につきましては、これは目合わせ会で、その農家さんが選ぶのをどうい

うふうにして持ってきてくださいっていう話し合いの場ですね。それから現物を見ながら

決めていく。これはもうブロッコリーさんと一緒です。 

 次です。これは、実はアスパラガス部会は県域の大会が２年おきにあっております。そ

の中で、実は県南部と県北部に地域分けをいたしております、福岡県内をですね。なぜか

といいますと、地域性の違い、土壌条件の違い、気象条件の違い、そういうことで地域性

が違うということで、県南部と県北部に分かれておりまして、うちのアスパラガス部会に

つきましては、小さな組織ですから余計もらいやすかったのもあるやもしれませんが、実

はそこにお手元にも書いてあるかと思いますが、総収量の伸び率ということで最優秀部会

ということで賞をいただいております。これは結城さんが写真に写られております。それ

から、他にも個人的に伸び率とか、いろんな形でお二人ほど賞をいただいております。そ

ういったことで、小さな部会とは言いながら県北部においては、県北部も一番県南に近い

部分でございますので、いろいろあるかとは思いますが、非常に皆さん頑張ってやってお

られるというのが現状です。 

 それから、課題と改善ですが、これにつきましては、アスパラガス部会の収穫量は、大

体、１、２割が処分をしておるというのが現状です、自分のところで、あとを出荷する。

ですから、８、９割方出荷に堪えておるというような状況はあるかと思います。ただ先ほ

ど言いましたように、Ａ品が一番品物的にはいい、Ｂ品が次、そしてＣ品、それまでです

が、そういう形です。そういう中でＢ品がどうあるか、Ｃ品がどうあるかってことなので

すが、実は食べるのに支障は全くないのです。ただ調理をするとかいろんな形になります

と、曲がっておったり、穂先がこう極端に曲がったりで、調理がしにくい。家庭ですと問

題は少ないと思うのですが、料理人さんが扱うのでは非常に扱いづらいし、飾るのにも見

た目がありますので、Ａ品、Ｂ品というのは、大体、主体的に真っすぐになってないとだ

めだというのが基本ですし、あとは傷とかです。いろんなことがあっちゃいけないという

ような状況です。ですが、現実見ると、そういったものがいろいろありますので、それを

お互い、集荷場ないしは自前で分けながら、集荷場で、また悪いやつははねながら、市場

出しと、それから、自分ではねた分は直売所へ出す。そういったことで、今対応しますし、
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先ほど部会長が申しました学校給食へ多く使っていただいています。年に数回、３、４回

ぐらい使ってあると思います。筑紫野市さんもしていただいておりますし、最近、那珂川

町さんも一部やられていますし、春日市さん、それから、いろいろなところで使っていた

だけるような方向に、今、現状進んでおるような状況です。 

 それから、とにかくいろいろ使われるところと連携を取りながら、使っていただけるよ

うに少しでも安く提供はしたいと思うのですが、今のところいい値で買っていただいてお

りますので、助かっておるのは認めています。 

 それから、アスパラガスにつきましては、Ａ品、Ｂ品、Ｃ品までと申しましたが、実は、

Ｃ品は売り先が今のところ個人販売、個人でまとめて売ったり、いろんな形をされている

ような現状ですが、実は、総菜屋さんとちょっと去年話しまして、今年の夏芽から総菜屋

さんに引き取っていただける、買っていただけるようなこと等の話を来月、話を決めまし

て、買ってくれることは決まっておりますので、Ｃ品をそちらに売るような方向で考えて

おります。というか、実行いたします。 

 次ですが、国も６次化がどうのこうのとかいろんなこと言われていますが、自分たちが

６次化をするとですね、基本的にリスクを伴うことが極端です。下手するとやり損ないま

す。当たり前にやり損なうのが一般的です。ですから、我々が自分でするのじゃなくて、

業者さんにしてもらう。そして、それにＪＡ筑紫の名前、アスパラガス部会の名前とかを

つけていただけることが可能なら、それが一番いいのじゃないかと思っております。 

 これは、実は、完全に捨てているやつ、集荷場で切り落とします。例えば、１センチ程

度落とします。それから、個人個人が２５から２７で出しますので、３、４センチから７、

８センチぐらい切り落とします。その分を業者さんにお願いをして、パウダーにしてもら

っております。まだ、試験段階ではございますが、パウダーができ上がっております。こ

のパウダー、アスパラのにおいもいたしますし、いろんな形で養分を、まだ分析がしてお

りませんで、今からやりまして、売り込みをかけたい。これも、できたら業者さんに売っ

ていただきたい。ただし、そこに右側に商品がアルミ箔の中に入って、アスパラとしか書

いてございませんが、これにＪＡ筑紫の名前を入れたい。そして産地にＪＡ筑紫というの

を入れたい。そういうことで売っていきたいと思っています。それから、農協さんとして

も、うちで売りたいという方向もあるようですので、ぜひともそれは一緒にやっていただ

ければよりさばけますし、農業側としては失礼ですが、この切りくずとして捨てる分が捨

てなくて、捨てる場所の問題もございますので、そういったことでは、アスパラガス全部
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利用しようという形でもって、今、進んでおるところです。 

 これは、県南のほうの先進地、県南のほうが収量が上がっておりますので、先進と言っ

ているのが現実かと思いますが、どういったやり方をされているかを、先般見に行きまし

たら、ただ地の利が違いますので、そういうのを十分考えながら、いいところを盗んで、

自分たちのために、そして、個々の農家さんが所得が増えるようにしたいということで、

全体で視察、調査に行ったところです。今後もまたこれはぜひともやって行きたいと思っ

ております。 

 これが、先ほど申しました販売促進の関係でこれは筑紫野店でやったときですが、現在

３回、明日ですね、また那珂川店で開催いたします。３回目になります。今後もゆめ畑の

直売所でイベントを中心に中でさせていただくということと、将来的にはゆめタウンまで

進みたいというふうに思っております。そして、その後もまた、より進んで、とにかくア

スパラを広く食べていただきたい。実は、アスパラガスは値段が高いときには、１束が

３００円近くしたり、安いときは６０円、８０円でも売っています。で、なるべく高く売

りたいのは我々です。買う方は、やっぱり安いところに行くのが現状だと思います。です

から、そういった中で中を持ちながらっていうのもありますが、とにかくアスパラを知っ

てもらわないことには、１食の食事の中に２００円も３００円もするのを１束出しておっ

たのじゃあ、恐らく買ってくれない。一部は買ってくれましょうが全体で買ってくれる状

況にはない、というのがこういう作物です。ですから、少しは安くもしながら、より量を

食べていただくことで、例えば、直売所で売っておっても残るのです。だから、残らない

ようにしたい。そのためには、若干値段を下げざるを得ないところもあるやもしれません

が、なるべくなら今の値段で売っていきたいといいながら努力をしておるところです。 

 右側に写真がありますのは、アスパラガスをゆでまして、電子レンジでチンしていただ

いても結構ですが、それを短冊のように切りまして、例えば、みそしょうゆ、ゴマしょう

ゆとか、一番右側のは、からしマヨネーズに、このときは入れておりませんが、アスパラ

の粉を入れたりしながらちょっと提供して食べていただいております。こういったことと、

あと肉巻きをしたり、豚バラ肉を巻いたり、通常言われているのはベーコン巻と言われて

いますが、おいしさとしては食べられる方は、ベーコン巻もおいしいけど豚バラ肉がおい

しいとか、いろいろ言っていただきまして、お客さん方と話すことも大事なこと、知って

もらうと同時にですね。生産者もつくるだけじゃなくて、そこまで知ってほしいというこ

とで、部会員はそうやって１回は販促には出てほしいというようなお話も部会のほうで取
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り決め、取り決めというかお願いをしながらやっていっているところでございます。 

 それでは、終わりになりまして、先ほど私が申しましたように、アスパラガスはもう生

産したやつは全部、お金にかえさせていただきたい。というのは、農家はサラリーマンと

一緒です。サラリーマン以上です、企業です。ですから、企業としては、やっぱり儲けが

ないといけませんので、そのためには、全部売っていきたい、全部ですね。全部、品物と

して売っていきたいというのが１つありますし、今後、農業は非常に厳しい。米麦では、

１町、２町つくっておっても金にならない、赤字でどうしようもありませんし、１０町、

２０町、３０町とつくらなくてはならない状況の中で、初期投資はいりますが、アスパラ

ガスを今後、この筑紫野市の中でぐんぐん伸ばしていきたいと思っておりますし、やって

みて、１年、２年が非常に苦慮します。もう、お金が足りない、ランニングコストがちょ

っととかいろいろ出てくるやもしれません。まあ、お金持っていたら別ですが、そういっ

た中で、それを乗り越えれば十分に成り立つ。 

単価も、実は、当初福岡県が導入を決めまして、導入を始めた頃の単価が大体１キロ

１１００円です。現在でも１１００円しています。約２０年間経っています。途中ちょっ

と下がり気味で８００円台になるかなという時期もありましたが、また元に戻って、ずっ

と１０００円台をキープしているような状況が続いておりますので、今後、下がる場合も

あるやもしれませんが、とにかくいい作物といいますか、そして、労働的にも１０アール

のをつくるのに大体１０００時間程度です、労働時間が１年間で。ですから、そういう面

では非常にやりやすい。 

ですから、１戸あたりの面積もうちの部会の中にも多い、少ない、いろいろございます

が、できれば少し増やしてほしいとかいう話もいろんな形で進めておりますし、今後、来

年度に向けてやっていかれる方につきましては、１０アール以上の面積をつくっていくよ

うな方向で考えてあるみたいですので、それから、筑紫野市管内には営農集団、特に共同

利用組織、ないしは法人がございます、会社組織でやる。米、麦、大豆を中心でやられま

すが、そういったところでアスパラガスを今度、はっきり申しまして、阿志岐の法人が取

り組まれる方向になっていってますので、今後また、大きな形で変わっていくと思います

し、ぜひ大量につくって、部会の中に出していただけると販売がやりやすくなると思って

おりますので、そういった中で融和を図りながらやっていきたいというふうに思います。 

 さらに、来年度事業、先ほども、くどいですが、大体３名、１人は面積増反です。あと

２人は新規にということで言われておりますので、ぜひとも頑張ってやっていただけるよ
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うに、今いろんな作業を進めておるところです。農協さんが中心になってやっていただい

ております。そういったところでございます。 

 今後、部会としましても、とにかく各自の所得が増えること、それを目標にそして、サ

ラリーマン以上に頑張ればやれるんだというのを見せていただきたいし、そして、新たな

人たちがどんどん入ってきていただけるように、儲かるよって言えるようになっていきた

いと思っておりますので、そういったことで頑張っていきたいと思っています。御清聴あ

りがとうございました。 

 実は、先ほどのパウダーの、アスパラガスのパウダー粉、これを使いましたパンをつく

っておりまして、まだ試作段階ではございますが、工場さんと提携しました。それをちょ

っと差し上げたいと思います。 

（アスパラガスのパン試食） 

○（藤田市長）  ありがとうございました。おいしゅうございました。 

○（事務局）  ありがとうございました。３時のおやつにちょうどいいところでございまし

た。ブロッコリーもアスパラガスもいろいろ御報告いただきまして、先ほどの天原さんの

御紹介にもありましたけれども、ブロッコリーもアスパラガスも栄養が高く健康にいいと

よく言われる食材として聞いております。ブロッコリーが風邪とか美肌にいいと、アスパ

ラガスは疲労回復と高血圧にいいというものがインターネットに書いてございました。そ

ういう形で人気があるといいましょうか、食卓に並んでも緑がしっかりありますので、彩

りもあるしということで、いい野菜ということで食卓に並ぶことが多いのですが、今さっ

きの話を聞いていますと、１年間ほぼ収穫があったり何があったりとありましょうけど、

ずっと働かないと取れていかないというのがよくわかる活動報告でして、また、お二方の

熱意が非常に伝わる報告であったと思います。どうもありがとうございました。 

 それでは、早速ではございますが、質疑・意見交換のほうに入らせていただきたいと思

うのですが、最初は行政側のほうから少しお尋ねさせていただきますけど、よろしゅうご

ざいますか。では、お願いします。 

○（長野環境経済部長）  失礼いたします。お話を聞かせていただいてありがとうございま

した。私、農政についてもそうですけど、初めてやりまして、今、お話を聞かせていただ

いて、ブロッコリーとアスパラガスがこう、いとおしく見えてくるようになりました。聞

くとですね、これやっぱり知らないということで、やっぱり私たちは損しておることがた

くさんあるなというふうに考えさせていただきました。ありがとうございました。 
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 いくつかお尋ねしようと思っていましたけど、時間の関係もございますので、ちょっと

絞ってお聞かせいただきたいなというふうに思っています。まず１点目は、お話の中にも

かなり出てきていましたけども、ブロッコリーとアスパラガスを選ばれた、最初のころに

いろいろ野菜がある中で、ブロッコリーだ、いや、アスパラだという形で選ばれた理由と

いいましょうか、そうしたものがどうしても教えていただきたいということが１点と、も

う１点は、共同選別、共同販売をされていますけども、その形に至った理由、経過あたり

をもう少し詳しく教えていただければというふうに思いますので、その２点を教えていた

だければありがたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

○（砥綿ブロッコリー部会長）  ブロッコリーですね、個人差はいろいろあると思います。

１つは、露地野菜ですから、まず初期投資、米、麦をつくってあるところだったら、トラ

クターがありますので、あとは植えつけ機。植えつけ機は、それは自分で全部手作業で、

できますけど、それはちょっと厳しいので、植えつけ機は貸し出しの機材を、あと、管理

機具自体をお持ちになっておけば、機械的にはそれで十分やることができると思います。 

 米と違って、米は大体できるのですけど、作付は畝を立てるとか、そういう作業はあり

ます。それは、もうそういう機械を簡単に使えばできます。次に、やっぱり今現在、ブロ

ッコリーにしてもアスパラガスにしても非常な人気がある、これがまず第一です。それで

何と言いますか、１年間で米・麦をやっていたら、物足りないのですよ。もう、ほとんど

毎日作業がないんです。植えたらいっとき何もない。ブロッコリーとかにつきましては毎

日作業です、何らかの作業が。で、農業をしていたら、これがいいんです。毎日ね、絶え

ずある。こういう作物は、私はつくりがいがあると思うのです。もう何にもやらなくて、

あとは収穫までないっていうのは、かえって嫌です。毎日、毎日、作業ができる。雨が降

ってもできる、雨が降っても収穫できる、そういうのをやりたい。そうですね、それが一

番大きなことでしょう。 

 ２点目、共同出荷、共選ということなのですけど、昔のことをお話したら、朝、収穫し

て持ち帰ったら、家で詰めて、それも立て詰めと言って、今、寝かせて詰めていますけど、

立てるんですよ、全部立てる。ブロッコリーを本当に見えるように。これは、なぜかとい

うと、全部真ん中にして寝かせていたんです。で、すぐわかるように立て詰めで、これを

農家で全部詰めるのです。で、詰めて、後で持ってきて、それから部会員で見て、終わっ

たらトラックで、トラックの大きなのをお持ちのところが積んで市場まで持っていく。も

う一日がかりです。それでやっていましたので、もうとにかく大変だったんです。もう疲
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れるといいますか、特に収量が多くなってきたら、本当に身が持たないというか、収穫に

しても朝早くからやり始めても夕方までかかるのです。で、そういうこともあって、とに

かく大変だからということで、収穫と持っていくってあるんです。ここに持ち込めば、一

日冷蔵庫の中に入れていて、次の日には立てて、立てたものをシルバーさんとかが作業さ

れて、それも横詰めです。素人の方でもできるように横詰め、それは、基本Ｌ玉ですけど、

これが２０本です。入れて、あとはもう、そこに置いておけば、トラックで持っていきま

すので、とにかく持って来るまでです。ということは、その後の作業も、いろいろな手入

れ作業とか、それとか収量、要するに作付面積を上げていく、こういうことが可能になっ

てくる。 

 ただ、皮肉なことに、そういうことをやり始めたら、今度は大きなところがどんどん出

てしまって、今のような１２町ぐらいの規模まで落ちてしまったのですけど、これは、今

から収量、作付を希望される方にとっては有利ですから、ぜひたくさん、もうさっきも申

しましたとおり、最低でも１町、それ以上できる方はつくっていただいて、１７町と言わ

ず、２０町ぐらいまで、私が部会におる間にやりたいという気持ちはあります。 

○（神崎アスパラガス副部会長）  今、ブロッコリーで言われていましたように、人気があ

るというのが現状です。ただ、アスパラの場合は、先ほど申しましたように、単価が１年

間を平均しますと、先ほど言いました１１００円ぐらい、安定しておるというのは１つあ

ります。そして、労働時間が１０００時間、これは施設物の中では非常に少ない。トマト

と大体、同じ時間、で、キュウリとかナスとかイチゴ、こういうやつは大体２０００時間

を超えています。１０アールでですから、それらの半分。油をたかなくていい。そして、

実際のランニングコストって、ビニール類は大体、破れる直前まで使う。天井ビニール、

ですから、キュウリとかイチゴ、今、最近は厚いやつが出ましたので、少し長く使われて

いますが、それでも２、３年。ですから、そういった部分のランニングコストも非常に安

く済む。そういったことがありますし、所得率がキュウリとかアスパラみたいな、ナスと

かイチゴ、総額は向こうが多いのは現実ですが、所得率が違います。こちらは多いです。

ですから、そういった面では、率が非常にいいし、やりやすい。そして、簡単にできると

いうか、ただ問題があります。初期投資は、キュウリとかナスと一緒です。二重カーテン

といたしまして、１層カーテンまでしなくちゃなりませんし、していないところもおられ

ます。その分、遅く出るだけですから、それは各戸すればいいということで、あと、初年

度、１年目植えてすぐの年、ないしは２年、３年近く収量がなかなかこう急激には伸びて
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いかない。地の利の問題だと思います。県南では、２トンからすぐ取れているのに、こち

らでは１トン半とか、１トン２００とか、そういったちょっと少ないようなそういったと

ころがありますが、とにかく進めるには労力が本当に要らないし楽して、ただ収穫が毎日

２回しないといけないとか、初年度は大変なことで申し上げながら、ただ一番やっぱり危

惧されるのが、ハウスを建てないといけないというのは問題。これも県単の補助事業５割

補助に乗っかるような段取りでもって、３棟以上ですね、それでお勧めはしておりますの

で、それでどうにか少しずつ増えているのが現状、おかげで県の補助事業、今回が３回目

になりますので、筑紫野市内で行わせていただきます。 

 共選・共販につきましては、実は、私たち７年前に加入した人たちが入るまでは共同選

別がなかった。共同販売は、やっておりました。ですが、共同選別をやれば、非常に農家

側は楽になる。持ち込めば、それで終わりになりますので、あとはお金も出さなくてはな

りませんが、向こうで整理してぴしゃっとした形にして、製品にしてくれるということで、

実は４人で始めたときに、４人でやろうって話を始めた。そうしましたら、農協の当時の

会長さんが農協でしますということで、言い切っていただいて、ちゃんとそれを実行して

いただきまして、現在、そこの向こう側にありますが、集荷場で間借りしたような形でし

ておりますが、おかげでできましたので、そういったことで、内容はブロッコリーさんと

一緒で、とにかくそこに出せば終わりですし、あとはちゃんとしてくれる。そして同時に

経費はかかっても少しでも野菜が売れるようになったので、ブロッコリーさんとちょっと

違うところは、うちの場合は冷氷機、暖房機はあんまり使いませんが、冷房機は入れた中

で作業をするというようなこともやっております。 

 将来的には、金額が上がれば、より高度な機械を入れて、人を極端には減らせませんが、

楽してやっていこうかなというふうに思うところです。 

○（長野環境経済部長）  はい、ありがとうございました。 

○（事務局）  それでは、今、部会長、副部会長さんにたくさんいっぱい熱い思いをいただ

いたのですけれども、それでは申しわけありませんが、新規部会員として入られたときの

お気持ちというのが多分あられようかと思うのですけれども、ブロッコリーの皆さんの先

ほど自己紹介の中では、佐伯さんとか田中さんは、まだ入られて時間が短いというふうに

伺いましたし、アスパラガスのほうが柏木さんも今村さんも、たしか短いのですよね。 

諸先輩がおられる前で、ちょっとあれかもしれませんけれども、入られたきっかけとか、

今こういうことをやっているんだと教えていただけたらなということで、若いというか、
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農業に携わって浅い人たちがこういうふうなことをやっているんだということ、ぜひお聞

かせいただきたいなというのがありますので、最初にアスパラガスから行ってもいいです

か。今村さんからお願いします。 

○（アスパラガス部会員）  新規に就農をしましたが、私の場合は、ほぼゼロからのスター

トだったので、販売ルートの確保が非常に難しく、ここに時間をとられてしまうので、部

会に入ることにより、その問題を解消でき、技術の面でも、じかのお話を伺える形、バッ

クアップしてくれているので、そこは非常にありがたいです。 

○（事務局）  はい、ありがとうございます。それでは、柏木さんにお願いします。 

○（アスパラガス部会員）  僕のほうは、新規就農、初め何をするかというのが、僕は本当

はトマトをつくる予定だったのですけども、紹介してもらったところがアスパラガスがあ

って、新規就農で、僕は機械とか何も持ってなかったので、とりあえずアスパラガスが植

わっているのを始めたのですが、筑紫野市で、また借りてやるときに、やっぱりアスパラ

でよかったなって、あんまり機械がいらないんです。 

 初めだけ畝立てて、で、あと植えつけたらずっと長く１０年も１５年も取れるというこ

とで、新規就農者としてはありがたい作物ではあったなと。初め、ビニール、先ほども話

にもあったように、ビニールを張る初期投資だけかかるので、その分だけはちょっとかか

りますけども、お金もなく、新規就農する人にとっては、結構いい作物ではあるんじゃな

いかなとは思います。 

 ただ、新規就農者は、全く農業じゃないところから来ているので、その技術面とかが物

すごく問題で、全然経験がないものですから、農家の息子さんで後を継ぐような方と比べ

て感覚的にもうやっぱり、どの時期に何をやらなきゃいけないとかいうところをわからな

いところもあって、農作業自体も余り段取りよくできなかったり、そういった中でやっぱ

り部会に入って、育て方を先輩方から教えてもらうっていうのは、僕はすごくためになっ

たので、部会に入ってよかったなとは思っています。先ほども言われていたように自分で

全部出荷までやると、やっぱり１人でやるのは限界があるので、部会だとやっぱり出荷が

できる。その分、育てるのに時間が割けるから、だからやっぱり部会に入ってあるという

のは新規就農者、新規就農で違うところから来るというところで選択するのには１番いい

のではないかなとは、僕は思っていますけども。そうした中で僕は部会に入ったというこ

とです、はい。 

○（事務局）  ありがとうございます。部会に入られて、その販路の話であったり、機械が



- 25 - 

買えなかったりということで、あとは話が聞けるというようなことが、よかったなという

ようなお話が出ました。 

 これについては、ブロッコリーのほうも伺ってもよろしいでしょうか、また、あちらと

うは違うお話が、佐伯さん、お願いします。 

○（ブロッコリー部会員）  私のほうは、大体、兼業で稲作だけしていました。普通に兼業

農家で進めていたのですけど、そのうちにちょっと麦もつくってみようかなと思って、機

械も好きだったから、そういったことで麦をつくり始めて、また、それから裏作もちょっ

としたいなと思って大豆とかもつくり始めて、そうこうしているうちに定年退職になって、

そのころ出ていたのがブロッコリーをつくってみませんか、おもしろいですよって。 

 私、野菜あんまりつくったことがなかったので、近所の方がもうブロッコリーつくって

あったのです。いいよということで、ここに２人ほど先輩さんおられますけど、何かこの

部会がまた、おもしろくてですね。どちらかというとそちらが先でした。ブロッコリーづ

くりよりも人から誘われて、人の中に入っていって、それからブロッコリーというのは、

こういうものかなということで、それまではブロッコリーというのがどういうもので、ど

ういうふうにするのが一番品質にいいかということもいろいろ勉強しながら、いつも意見

交換しながら、人のものを見て、いろいろ教わって、そしてこう、今に至っているという

ことで、ブロッコリー部会もありまして、あと稲作の会とか麦作会とか大豆会とかいろい

ろあって、そういったことに参加させていただきながら、いろんな方と知り合いになって、

私は古賀なので、山口地区しか知らなかったのですけれども、筑紫野市中、それから那珂

川町、そういった方たちとも面識ができて、野菜を通じて、米、麦、大豆をつくって、そ

ういったことがよかったなと思いまして、そういったことを含めながら、今度は次世代の

方、私自身もいろいろ教えられることができればなということが、今一番、あと何歳まで

生きるかわかりませんけど、そういったことを広めて、地域貢献したいなというふうに考

えています。以上です。 

○（事務局）  ありがとうございました。それでは、時間の都合がございますので、ここら

辺で、今、皆さんからの意見をいっぱいいただいて、たくさん聞かせていただいて、あり

がとうございました。それでは、次の施策概要の説明に入らせていただきます。よろしく

お願いします。 

○（事務局）  お時間をいただきまして、市の平成２９年度予算や施策の概要について、説

明させていただきます。画面の方をご覧ください。 
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こちらは、平成２９年度一般会計の歳出予算の内訳です。歳出予算の中で一番大きな割

合を占めているのが民生費です。子どもや高齢者、障害者などの福祉に使われるものです。

予算の４２．５％を占め、その額は、約１３２億６３００万円です。 

次は、総務費、行政の運営や戸籍、税金の徴収などに使われます。予算額は約４２億

６１００万円、全体の１３．６％を占めています。 

次は、土木費、道路や公園などの補修や建設に使われます。予算額は約２９億

８５００万円、全体の９．６％を占めています。 

次は、衛生費、健康診断や予防接種、ごみ処理などに使われます。予算額は約２９億

４２００万円、全体の９．４％を占めています。 

次は、公債費、市の借金を返済するもので、予算額は約２８億５３００万円、全体の９．

１％を占めています。 

次は、教育費、教育や文化・スポーツなどに使われます。予算額は約２５億８３００万

円、全体の８．３％を占めています。 

最後に、その他は、議会や農業・商工業、消防などに使われる予算で約２３億

２７００万円、全体の７．５％です。 

これらの総額３１２億１４００万円によって、１０万３千人余の市民の皆さん方の生活

を守っていくことになります。 

続いて、筑紫野市がこれから進もうとする基本的な考えについてお話させていただきま

す。昨年４月、第五次筑紫野市総合計画をスタートしました。藤田市長就任以来の公約で

ある行財政改革、産業・雇用をつくる、生活をまもる、共助社会づくり、未来をつくる、

この５つを政策の柱とし、さまざまな事業に取り組んでおります。 

さらに、今後、特に重要になる取り組みを、重点施策として５つ設定し、積極的な推進

を図ることとしております。 

重点施策の１つ、市庁舎建設ですが、先日５月１５日に、市内石崎の建設予定地におい

て、筑紫野市庁舎建設事業起工式を行わせていただきました。こちらは、県道側から見た

鳥瞰イメージ図です。また、こちらは、建物の配置と各階の配置です。これら基本設計の

概要については、広報４月１５日号とホームページ上でお知らせしております。新たな市

庁舎は、市民サービスの効率的な提供はもちろん、大規模災害時における避難、復旧・復

興の拠点、さらには地域コミュニティの連携拠点として、コンパクトで市民の皆様に、こ

の先、末永く愛され、親しまれるシンボル的な庁舎を目指し、平成３０年１１月の完成に
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向け、工事を行ってまいります。 

続いて、産業・雇用をつくるの政策の中では、農林業の振興などの事業を進めておりま

すが、その中から、皆さん方の活動に関連する事業などをいくつか御紹介いたします。 

最初に、先ほども出ておりました野菜振興対策補助事業、予算額が１０８万円です。今

後とも安全で安心な農産物供給に向けた取り組みを、ともに進めてまいりたいと考えてお

りますので、これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

次に、青年就農給付金事業、予算額が１５００万円です。就農意欲の喚起と就農後の定

着を図ることを目的に新規青年就農者に対する支援を行うため給付金を交付するものです。 

次に、産地づくり推進補助事業（水田調整対策補助事業）、こちらも先ほど触れていた

だいておりましたが、予算額が１８００万円です。米の生産調整を行い、転作したものに

対し、補助を行うものです。 

次に、農村環境整備事業、予算額が２４９１万１千円です。農業用施設の整備および改

修を行うもので、計画的な実施を行っております。 

次に、多面的機能支払交付金事業、予算額が１７５３万５千円です。農地が有する国土

保全・自然環境保全などの多面的機能が適切に発揮されるよう、農村環境向上の効果が高

い共同活動に取り組む組織に対して支援を行うものです。 

次に、筑紫野市農業女性グループ協議会助成事業、予算額が１８万円です。市内５グ

ループで組織される協議会の活動を支援するための補助金です。農業女性と消費者のつど

いでは、新鮮な野菜を使った郷土料理などを調理・食事しながら交流を行いました。 

最後に、いきいき商工農フェスタ補助事業、予算額が１９０万円です。いきいき商工農

フェスタ実行委員会に対する補助金です。幅広い事業所が参加し、商工農業者と市民、消

費者のふれあいの場として開催されるイベントとなっております。 

以上、簡単な説明ではございましたが、このような事業を通して、皆さん方と行政がお

互いに協力しあいながら、筑紫野市の農業の発展に向けて推進してまいりたいと考えてお

ります。御清聴ありがとうございました。 

○（事務局）  以上が、施策概要の説明でした。それでは、最後の項目になります藤田市長

からのお礼の挨拶となります。 

○（藤田市長）  皆さん、本当に、ブロッコリーとアスパラガスの部会の皆さん方から非常

に懇切丁寧にそれぞれの努力、また成果、いろいろと参考になるお話をたくさんたくさん

聞かせていただいて、感謝申し上げます。 
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 砥綿さんも、それから、神崎さんもそれぞれに代表的にお話をしていただいたわけでご

ざいますが、神崎さんのお話の中にですね、農事組合法人、筑紫野市には３法人あるので

すが、そこにこういうふうな作付を進めていって拡大していきたい。そして、このブロッ

コリーもアスパラガスもですね、今、後継者問題というものがありますけれども、やっぱ

りやればやるほど、労力を少なくして、成果、製品をつくり上げていく楽しみとそれに伴

う収益を求めることができるというようなお話は、非常に聞きながら参考になりました。

御苦労もあるのだろうと思いますが、そういう前向きで農業政策を進めていく努力は、後

継者を作り、また、農業の将来に夢を与えてもらえるものだろうとこういうふうに感じた

ところでございます。 

 また、佐伯さんのお話の中に、ブロッコリーづくりよりも人づくりといいますか、人と

のそういうふうな融和を、絆をつくることが、非常に自分のやっぱり、当初そこまでは考

えなかったのに、そういうふうなその輪、人との輪を得ることができたことが非常によか

ったというようなお話が参考になりました。何かにわからないことに打ち込んでみたら、

そこにはまた別の世界があったというような印象が非常に好感が持てた言葉で、ありがた

く感じました。 

 また、若い人の萩原の青年、やっぱりほら、わかんないけど何かやってみようと、そう

したらきっと何か得るもの、つかむものがあるんだというような期待感をひしひしと感じ

た会議でしたね。 

 結城さんも最初はきちっと説明をしていただきましたけど、その初期のスタートからす

ると、相当な御苦労もあったことだと思いますが、言葉にはあまり出されませんでしたけ

ど、その足跡がこのような形で、それぞれに成果を出しているというのは、１つの喜びを

感じてあるのではなかろうかとこのようにも思わせていただきました。 

 いずれにしましても長時間、皆さん方のいろんな非常に貴重なお話を聞かせていただき、

特に、このお花とアスパラの粉末のパンが大変おいしかったと、これは忘れない思い出で

ございます。また、機会がありましたらね、これは１回目ですけども、また砥綿さん、

２回目もよろしくまたお願いしておきたい、神崎さんもよろしくお願いしておきたいと思

います。皆さん、どうも本当に長時間ありがとうございました。御礼申し上げます。 

○（事務局）  これで、全ての項目を終わります。どうもありがとうございました。 


